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 憲法学者の星野安三郎氏が「戦後世代の天皇観」を寄稿している。初めに〈敗戦は、「天

皇陛下万歳」がもたらす残虐な過去を終わらせる絶好の機会であった。そして、戦争放棄

と軍備禁止を定めた新憲法は、少なくとも「天皇陛下万歳」を叫んで戦死する可能性だけ

は、なくしたはずである。けれども、肝心の天皇と天皇制は残存させたため、日本の再軍

備とともに、そのような残虐な過去を再現する危険性を増大せしめているのである〉、と

書いている。そして、天皇と天皇制に対する受け止め方の世代間の相違や動向を分析して

いる。天皇制に対し 20～ 30 代の大企業の労組の人は、存続派は 28％、廃止派は 39％であ

ると言う。廃止派が多いのに驚いた。「きゅうじょう」と聞いて、戦争経験者は「宮城」を

連想し、戦後の民主教育を受けた人は平和憲法の「九条」を思い、幼い子どもたちは、野

球の「球場」を思い浮かべる。星野氏は、世代間によって、これだけの相違と分裂がある

と書いている。天皇に関し、興味深い具体的な報告がある。①『山びこ学校』を出版し、

綴り方を指導した無着成恭氏が、テレビで小学 5 年生の公開授業を行い、天皇と国民の関

係は神話と伝説によってつながれていることを否定し、1946 年の天皇の人間宣言にふれ

て、天皇は人間になったと指摘した。子どもたちは不思議そうに、天皇は人間になったと

いうが、それ以前はチンパンジーだったのかと質問し、関係者たちを驚かせたという。戦

争中の「現人神」という「神」であった天皇を知らない子どもたちは、進化論は知ってい

るので、人間になったのなら、その前はチンパンジーかと思った訳である。②中学生の歴

史の時間に、明治憲法下の天皇の地位に関連して、ある小学校の校長が宿直のとき火事を

出し、「御真影」を焼失した。彼は責任をとって自殺したという話をした。中学生たちは

「馬鹿じゃなかろうか、写真を焼いたら焼増しすればよいのに」と言った。彼らは、自殺

を強制するイデオロギー的・政治的・法的強制が存在したことを知らないから、今日的感

覚で答える訳である。③公立学校で、学級費か何か、費用を持って来なかった子どもに対

し、教師が、憐れみと軽蔑をこめて、「そうそう、君の家は生活保護をうけているのだった

な」と言ったところ、子どもは憤慨して「ハイ、天皇陛下と同じように生活保護をうけて

います」と答えた。教師は心無い人だが、子どもは天皇制についてよく知っている訳であ

る。④札幌の冬季オリンピックで、笠谷選手が優勝し、表彰台に立つと、テレビで日の丸

があがり「君が代」が吹奏されるシーンが流れた。これを見た女子中学生が「笠谷選手は、

天皇のために努力したのではないはずなのに、何故、君が代は千代に八千代になどという

歌が吹奏されるのか。だから「君が代」は嫌いであり、国民全部が疑問なく、喜んで歌え

るような国歌を作らねばならないと思う」と言った。この少女の発言は誰かに教えられた

ものと思うが、天皇の御代ではなく、主権を持つ国民の時代であることの認識は何より大

事である。⑤ある母親が、小学 3 年生の子どもを連れて皇居前広場を通っていた時、ここ

が皇居で、日本で一番偉い天皇と皇后の御二人が住んでいると言った。子どもは、天皇が

本当に偉い人ならば、困っている人たちにここを使わせたらよいではないか。天皇は本当

に偉い人なのかと反問したという。偉さの価値判断の基準はどこにあるのかという少年の

問である。⑥小学 1 年生担任の女教師が、母の日の翌日に、前日が母の日だったことを指

摘し、一番大事な人は誰かと質問した。もちろん「お母さん」という返事を期待していた。

子どもたちの口をついて出た答えは「浩宮さん」、「皇太子さん」、「天皇陛下」であった。

家庭教育の結果ではなく、テレビやマスコミが皇室を美化して報道するので、一番大事な

人と刷り込まれたのであろう。これが、天皇制を支えている最も大きな要因ではないか。 


